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を
含
む
約
四
百
人
が
耳
を
傾
け

ま
し
た
。 

 

赤
川
氏
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
原
料
で
あ
る
カ
カ
オ
豆
の
収

穫
で
重
労
働
を
強
い
ら
れ
る
児

童
を
は
じ
め
、
学
校
に
も
行
け

ず
家
族
の
犠
牲
に
な
っ
て
働
い

て
い
る
子
ど
も
が
開
発
途
上
国

を
中
心
に
ま
だ
数
多
く
い
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
弱
者
に
目
を
向
け
、
支
援

す
る
活
動
の
大
切
さ
を
強
調
し

ま
し
た
。 

テ
レ
金
の
平
見
ア
ナ
講
演 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
文
化
講

演
会
は
十
一
月
四
日
、
体
育
館

で
行
わ
れ
、
テ
レ
ビ
金
沢
の
平

見
夕
紀
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、

「
今
、
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
、

な
る
べ
き
こ
と
」
と
題
し
て
話

し
ま
し
た
。
平
見
ア
ナ
は
、
中

学
校
で
卓
球
に
打
ち
込
ん
だ
こ

と
や
、
放
送
局
へ
の
就
職
試
験

の
苦
労
に
触
れ
、「
毎
日
一
生
懸

命
に
生
き
る
こ
と
で
夢
に
近
づ

く
」
と
生
徒
を
激
励
し
ま
し
た
。 

・
姑
蘇
晩
報
副
総
編
集
と
通
訳

を
含
め
た
団
員
四
人
で
す
。 

 

懇
談
で
、
本
学
と
大
連
理
工

大
と
友
好
提
携
し
て
い
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
る
と
、
沈
団
長
ら

は
「
ぜ
ひ
蘇
州
大
学
と
も
の
交

流
し
て
ほ
し
い
」
と
持
ち
か
け
、

入
試
や
就
職
の
状
況
も
話
題
に

な
り
ま
し
た
。 

 

北
國
新
聞
社
の
招
き
で
来
日

し
た
中
国
の
蘇
州
日
報
社
訪
問

団
が
十
一
月
十
一
日
、
金
沢
学

院
大
学
を
訪
れ
、
宮
本
匡
章
学

園
長
と
懇
談
す
る
と
と
も
に
、

美
術
文
化
学
部
な
ど
を
視
察
し

て
日
本
画
や
陶
芸
の
制
作
に
関

心
を
寄
せ
ま
し
た
＝
写
真
＝
。 

 

訪
れ
た
の
は
、
団
長
の
沈
玲 

 

 
特別講義を行う赤川氏 

 

日
本
画
制
作
な
ど
に
関
心 

蘇
州
日
報
一
行
が
本
学
視
察 

 

 
講師の中田部長（左）から手の組み方、あいさつの 
仕方について指導を受ける学生＝11月 18日、講堂 

就
職
教
育
講
座
、
若
手
職
員
も
受
講 

 

講
座
は
本
法
人
に
就
職
し
て

五
年
目
ま
で
の
若
手
職
員
十
一

人
も
受
講
し
、
職
務
に
対
す
る

心
構
え
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 

講
座
で
は
、
服
装
の
基
本
、

笑
顔
の
大
切
さ
、
正
し
い
姿
勢

を
学
び
、
角
度
を
変
え
た
お
辞

儀
や
声
の
出
し
方
、
手
の
組
み

方
な
ど
の
実
技
指
導
を
受
け
ま

し
た
。 

学生席に分け入って話す

干場県警本部長 
石
川
県
警
の
干
場
謹
二
本
部
長

が
「
国
際
化
社
会
と
ネ
ッ
ト
犯

罪
」
を
テ
ー
マ
に
、
サ
イ
バ
ー

犯
罪
な
ど
へ
の
理
解
を
求
め
ま

し
た
。 

 

干
場
本
部
長
は
、
警
察
社
会

の
特
徴
、
石
川
県
警
の
現
状
、

日
本
警
察
の
国
際
協
力
な
ど
を

解
説
し
、「
戸
締
ま
り
を
徹
底
し

て
自
分
の
身
は
自
分
で
守
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
犯
罪

で
は
、
架
空
請
求
や
ワ
ン
ク
リ

ッ
ク
詐
欺
に
注
意
す
る
よ
う
に

促
し
ま
し
た
。 

学
外
講
師
が
多
彩
な
特
別
講
義 

弱
者
に
目
を 

客
員
教
授
の
赤
川
氏  

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
の
特

別
講
義
は
十
一
月
十
八
日
、
４

号
館
講
堂
で
行
わ
れ
、
作
家
で

本
学
客
員
教
授
の
赤
川
次
郎
氏

が
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
な
ぜ
苦

い
―
貧
困
へ
の
想
像
力
―
」
と

題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

 

赤
川
氏
の
特
別
講
義
は
今
年

で
十
回
目
。
毎
年
人
気
を
集
め
、

今
年
も
一
般
聴
講
者
九
十
五
人 

ネ
ッ
ト
犯
罪
に
注
意 

干
場
県
警
本
部
長 

 
 

金
沢
学
院
大
学
経
営
情
報
学

部
の
特
別
講
義
は
十
一
月
十
六

日
、
４
号
館
講
堂
で
行
わ
れ
、 

土
曜
大
学
ハ
ン
グ
ル
語
講
座 

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
の
土
曜
大
学
第
八
回
「
ハ
ン

グ
ル
と
は
ど
ん
な
コ
ト
バ
」
は

十
一
月
五
日
、
２
号
館
で
開
か

れ
、
中
島
彰
史
助
教
授
が
、
ハ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ン
グ
ル
の 

 
 
 
 
 
 
 
 

基
礎
、
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

本
語
と
似 

 
 
 
 
 
 
 
 

て
い
る
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど
を
解 

 
 
 
 
 
 
 
 

説
し
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
。 

 

パ
キ
ス
タ
ン
地
震
募
金
贈
呈 

 

十
月
に
起
き
た
パ
キ
ス
タ
ン

地
震
に
対
し
、
学
内
で
募
っ
た

義
援
金
と
し
て
六
万
千
三
百
十

八
円
が
十
一
月
十
五
日
、
文
学 

 
 
 
 
 

部
の
学
生
か 

 
 
 
 
 

ら
本
学
非
常

勤
講
師
で
同

被
災
地
出
身

の
塩
谷
マ
ク 

 
 
 
 
 
 
 

ス
ー
ダ
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 

に
預
託
さ
れ 

ま
し
た
＝
写 

真
上
＝
。 

 

 

金
沢
学
院
大
学
の
「
就
職
教
育
講
座
」
は
十
一
月
四
日
と
十
八
日
、
大

和
人
事
部
長
の
中
田
健
治
氏
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ
、
大
学
三
年
の
学

生
た
ち
が
就
職
活
動
に
向
け
て
の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。 

 

学
内
で
消
防
訓
練 

学
校
法
人
金
沢
学
院
の
消
防

訓
練
は
十
一
月
十
九
日
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
行
わ
れ
、
避
難
、

初
期
消
火
、
消
火
栓
に
よ
る
放

水
訓
練
＝
写
真
上
＝
、
救
助
袋

の
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。 
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